












































 (1) 北里小学校の校区について 
近江八幡市の西部、日野川の下流に位置しており、豊かな田園地帯が広がり琵琶湖を校区に含む
という自然環境に恵まれた地域にあり、平成２５年度には創立 110 周年を迎えた学校である。地域






































































































































とても重要になってくる。６年生の実践を通して、授業のあり方について考えてみたい。     












































































































  ○きまりを守り、進んで学校や地域の公園など公共の場の秩序維持に努めようとする態度を養  
う。 
 
- 167 - 
７．本時の展開 


















































































































７．指導の考察   






































































  泳いだ浜をきれいにしよう 





























































 (3) 道徳の授業のもつ力を実感する 
終末に先生が話をすることが多い。生命尊重の価値項目のとき、子どもたちに自分の出産の体
験を語ったり、勤労・奉仕のときには、祖父の仕事ぶりを語ったりして、その学習が少しでも心
に残るようにと工夫をする。そのときの子どもたちは、真剣に話を聞いてくれる。 
６年生の子どもたちと「手のひらのかぎ」を学習した後、自分の姉の死とその後の両親の思い
について語った。ある子の授業の振り返りには、「感動した。」と一言だけ書かれてあった。こ
のときから、クラスの雰囲気が変化したのを実感した。帰りの会でざわざわした雰囲気がなくな
り、真剣に話を聞く姿勢ができてきた。ザワザワしていても話し始めると、「話を聞こう。」と
いう声がして、静かになる。今までは、何とか話を聞かせようとしていたのが、全く違う風景に
出会った。道徳の授業をすることの素晴らしさを実感した。 
多くの先生方にも、体験してもらえたらと思っている。 
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